
噴火様式

想定される現象

想定した
根拠、実績 等

水蒸気噴火

大きな噴石
降下火砕物

御嶽山西暦 2014 年噴火等
の噴火事例をもとに想定。
十和田火山での実績なし。

左図の●地点から西暦2014年御嶽山噴火と同じ高さま
で噴煙があがって同じ量の火山灰を噴出したと仮定した
ときに、風に流された噴煙から火山灰や軽石がどのくらい
広がって降り積もるか計算した結果です。想定火口範囲
内であれば、どこからでも噴火する可能性があります。噴
煙の高さや風の向き・速度などによって積もる厚さや距
離は変化します。

小規模噴火小規模噴火（数百万㎥の水蒸気噴火を想定）（数百万㎥の水蒸気噴火を想定）

中規模噴火中規模噴火（数億㎥規模のマグマ噴火を想定）（数億㎥規模のマグマ噴火を想定）

大規模噴火大規模噴火（数十億㎥規模のマグマ噴火を想定）（数十億㎥規模のマグマ噴火を想定）

十和田火山災害想定影響範囲図より抜粋※ 可能性マップとは、ある火山現象が発生する可能性のある
範囲を網羅的に描いた分布図をいいます。

噴火と同時に弾道を描いて飛び散る大きな噴
石や噴煙から落下する降下火砕物を想定して
います。十和田火山では小規模噴火の実績は
確認されていません。起きた場合には、中規
模噴火や大規模噴火へと移っていくと考えら
れます。

十和田火山の災害想定範囲について、詳しくはURLまたは
QRコードからご確認ください。
市ホームページ
https://www.city.kazuno.akita.jp/kurashi_tetuzuki/bosai_saigai/3/3868.html
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西暦 915 年の噴火の火砕流、
火砕サージ、降下火砕物
の分布実績を参考に想定。

◆十和田火山で過去に起きた中規模噴火の実績を参
考にして影響範囲を想定しました。
◆軽石や火山灰が厚さ30cm以上で積もる範囲は風下
側で火口から約20km、厚さ10cm以上となる範囲は風
下側で火口から約30kmの範囲です。
◆噴火のときの風の向き・速度によっても積もる厚さや距
離は変化します。

噴煙が上空に上がったあと、ある場所から崩
れ落ちて雪崩のように斜面を流れ広がる火砕
流・火砕サージと、風に流された噴煙から軽
石や火山灰が降ってくる降下火砕物の発生を
想定しています。中規模噴火のあと、大規模
噴火がおきることも考えられます。

◆降下火砕物による被害には、積もったときの厚さや重
さを考えて注意すべきこと（家屋の倒壊など）と、降って
くる石や灰の大きさを考えて注意すべきこと（衝突、健
康被害など）があります。

噴煙が上空に上がったあと、ある場所から崩
れ落ちて雪崩のように斜面を流れ広がる火砕
流・火砕サージと、噴煙が風に流されながら
軽石や火山灰を降らせる降下火砕物の発生を
想定しています。

マグマ水蒸気噴火
またはマグマ噴火

火砕流・火砕サージ・
降下火砕物
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マグマ水蒸気噴火
またはマグマ噴火

火砕流・火砕サージ・
降下火砕物

西暦 915 年の噴火のクライ
マックスのときに起きた火砕
流・火砕サージ（毛馬内火
砕流）、降下火砕物の分布実
績を参考に想定。
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十和田火山は、日本の歴史上最大の噴火をした活火山であり、気象庁で
は24時間体制で監視・観測を行っています。将来、もし十和田火山が噴
火した場合に備えて十和田火山を知っていただきたいと思います。

大きな噴石

火砕流・火砕サージ

火砕流・火砕サージ 降下火砕物

降下火砕物

降下火砕物
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想定火口範囲
堆積厚 1cm：火口からおよそ 4.0km ( 風下側 )

計算開始点
降下火砕物の計算結果
小規模噴火の影響範囲
想定火口範囲

◆ 火口から立ち上がった噴煙が上空700m付近から火砕流・
火砕サージがおきるときに到達する範囲を表しています。

堆積厚 5cm：火口からおよそ 0.5km
大きな噴石の影響範囲

想定火口範囲
火砕流・火砕サージの影響範囲

想定火口範囲
火砕流・火砕サージの影響範囲

想定火口範囲
降下火砕物の影響範囲

※ 図中の ●cmは、層厚を示す。

想定火口範囲
降下火砕物の影響範囲

噴火のときの風の向き・速度によって
影響範囲は変わります。上空では1年
を通じて西からの風が多いため、降下
火砕物の影響は火口の東側の地域で
高い可能性があります。

※ 図中の ●cmは、層厚を示す。
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秋田焼山には『噴火警戒レベル』が導入されています秋田焼山には『噴火警戒レベル』が導入されています

秋田焼山の噴火警戒レベル

噴火警戒レベル
　火山活動の状況を噴火時などにとるべき防災対応に応じて、レベル１から
５までの５段階に区分し、噴火警報及び噴火予報で気象庁が発表します。

噴火速報
　気象庁が常時監視している火山を対象に、噴火速報が発表されます。
　噴火速報は、登山中の方や周辺にお住いの方に、火山が噴火したことを端
的にいち早く伝えることにより、身を守る行動をとっていただくための情報です。

想定火口

大きな噴石（火口から 1㎞）の
影響範囲【小規模噴火時】
大きな噴石（火口から 4㎞）の
影響範囲【中・大規模噴火時】

火砕流の影響範囲【大規模噴火時】

火砕サージの影響範囲【大規模噴火時】

行政界

融雪型火山泥流の影響範囲
【大規模噴火時】

降灰量 1㎝以上の影響範囲
【大規模噴火時】　※2
溶岩流の影響範囲
【大規模噴火時】

降雨型泥流（土石流）の
影響範囲【大規模噴火時】

火口噴出型泥流の影響範囲
【小規模・中規模噴火時】　※1

※　各火山現象（大きな噴石・火口噴出型泥流を除く）
の影響範囲は、大規模噴火時の想定で設定されたもの
を示しております。
※　実際の噴火ではこの図と異なる可能性もあるため、
注意が必要です。
※1　火口噴出型泥流は大規模噴火時には発生しません。
※2　2015 年に秋田で観測された毎日の上空の風を基に
大規模噴火時における降灰のシミュレーションを行い、
年間 30 日以上の割合で 1 ㎝以上の降灰になる範囲を
示しています。実際はその時の上空の風に影響される
ため、図に示した以外のすべての方向に降灰する場合
があり、更に遠くまで降灰する場合があることに注意が
必要です。

凡　　例

秋田焼山火山防災協議会　令和 3年 1月作成
「測量法に基づく国土地理院長承認（複製）R 2JHF 598」
「本製品を複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければならない。」

気象庁ホームページ 噴火速報・事業者によるサービス一覧

Yahoo! JAPANが提供するサービス 日本気象株式会社が提供するサービス

Yahoo!防災速報

Yahoo!防災速報
(スマートフォンアプリ、メール)

お天気ナビゲータ
(PC、スマートフォン、携帯電話)

噴火速報アラート
(スマートフォンアプリ)

Yahoo!ニュースアプリ
(スマートフォン)

Yahoo! JAPANアプリ
(スマートフォン)

Yahoo! JAPANトップページ
(PC、スマートフォン、携帯電話)

お天気ナビゲータ
噴火速報
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予報
警報 火山活動の状況 住民等の行動及び登山者

入山者等への対応 想定される現象等対象
範囲
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居住地域に重大
な被害を及ぼす
噴火が発生、ある
いは切迫してい
る状態にある。

●居住地域に影響を及ぼす大規模噴火の発生。
●噴火に伴う融雪型火山泥流が居住地域まで到
達、あるいは切迫している。

有史以降の事例なし。
（数千年に一回程度の発生規模）

●活発な地震活動や山体膨張が継続するなど居住地
域に影響を及ぼす大規模噴火の発生の可能性。

●噴火に伴う融雪型火山泥流が発生し、噴火がさらに
継続すると居住地域まで到達すると予想される。

有史以降の事例なし。
（数千年に一回程度の発生規模）

●中規模噴火が発生して、少なくとも火口から概
ね２km以内に大きな噴石飛散。活動状況により
特定地域に影響が及ぶ場合を含む。

●居住地域までは影響が及ばない程度の火砕
流、融雪型火山泥流の発生が予想される。

規模の大きな山頂噴火(615年頃の噴火)。

●小規模噴火が発生して、火口から概ね１km以内
に大きな噴石飛散。

1997年８月16日　空沼から水蒸気爆発。
1951年　空沼から水蒸気爆発。
1949年　空沼から水蒸気爆発。

●火山活動は静穏(湯沼での弱い噴気活動等も含む)。

危険な居住地域
からの避難等が
必要。

警戒が必要な居
住地域での高齢
者等の要配慮者
及び特定地域の
避難、住民の避難
の準備等が必要。

住民は通常の生
活。状況に応じて
高齢者等の要配
慮者の避難準備。
特定地域では避
難の準備、場合に
よっては避難が
必要。登山道・危
険な地域への立
入規制等。

住民は通常の生
活。火口周辺への
立入規制等。

状況に応じて火
口内への立入規
制等。

居住地域に重大
な被害を及ぼす
噴火が発生する
と予想される（可
能性が高まって
いる）。

居住地域の近く
まで重大な影響
を及ぼす（この範
囲に入った場合
には生命に危険
が及ぶ）噴火が発
生、あるいは発生
すると予想され
る。

火口周辺に影響を
及ぼす（この範囲
に入った場合には
生命に危険が及
ぶ）噴火が発生、
あるいは発生する
と予想される。

火山活動は静穏。
火山活動の状態
によって、火口内
で火山灰の噴出
等が見られる（こ
の範囲に入った
場合には生命に
危険が及ぶ）。

（
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